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八千代市農業委員会だより

▲ 農地の権利移動等について毎月審議を行っています

◆「令和２年度八千代市農業施策に関する意見書」

　 の回答について・・・・・・・・・・・・・・  2 ～ 4

◆ 農地の利用状況調査の結果について・・・・・・・・  4

◆ 編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4

【別紙】

◆ 八千代市農地賃借料・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ
◆ 農業者年金・全国農業新聞・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ
◆ 令和 2 年八千代市農作業別標準農作業料金・・・・・・・Ⅱ
◆ 令和 2 年産の「たけのこ」の出荷・販売について・・・・Ⅱ

主
な
内
容

総会審議に係る申請受付から許可書等交付まで

※日付は月により前後することがあります。

翌月
15日頃

翌々月
15日頃

翌月
７日頃末日頃25日頃

許
可
書
等
交
付
（
県
許
可
分
）

許
可
書
等
交
付
（
市
許
可
分
）

農
業
委
員
会
総
会

現
　
　地
　
　調
　
　査

申

　請

　締

　切

　り

下限面積が 50 アールから
30 アールに変わりました

　農地の権利を取得するには、農地法に基づく
許可が必要です。その許可を受けるための要件
の１つに、「申請農地を含め、耕作する農地の合
計面積が下限面積以上であること」とあります。
　下限面積は農地法で50アールと定められてい
ますが、地域の実情に応じて農業委員会が「別段
の面積」を設定できることとなっています。
　令和２年第１回農業委員会総会において審
議した結果、新規就農及び農業の継承を促進す
るため、下限面積（別段の面積）を30アールに
決定しました。 （令和２年1月21日告示）

　農地を相続等により取得した場合、農地
法第３条の３の規定により、当該農地の所在
する農業委員会に届出する必要があります。
　届出書類は届出書のみで添付書類は不要
で、随時受付しています。
　農業委員会は農地の権利者をきちんと把
握し、農地の有効利用を促進しなければな
らないため、ぜひご理解とご協力をお願いし
ます。
　問い合わせは、
　農業委員会事務局（☎483-1151）へ。

農地を相続したら届出が必要です
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農
業
委
員
会
か
ら
服
部
友
則
市
長
へ

提
出
し
た
「
令
和
２
年
度
八
千
代
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」
の
回
答
が

令
和
元
年
12
月
25
日
に
あ
り
ま
し
た
。

市
長
か
ら
の
回
答
に
ご
意
見
が
あ
る
場

合
は
、
地
元
の
農
業
委
員
、
推
進
委
員

及
び
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

意
見
書
へ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１ 

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

【
意
見
】

　

八
千
代
市
で
は
、
担
い
手
不
足
や
、

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
更
に
遊
休

農
地
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
。
遊
休
農
地
は
周
辺
農
地
の
生
産
性

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
、
有
害
鳥
獣

の
棲
家
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
遊
休
農
地
に
起
因
し
た
問

題
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
解
消
及
び

発
生
防
止
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

市
で
は
、
桑
納
、
麦
丸
の
一
部
で
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
3
・
77

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
休
農
地
解
消
と
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
市
全

体
で
は
、
未
だ
に
94
・
4
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
の
遊
休
農
地
が
存
在
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
対
象

地
区
の
追
加
や
農
地
利
用
集
積
事
業
に

よ
る
集
積
・
集
約
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　【
回
答
】

　

遊
休
農
地
対
策
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
多
面
的
機
能
交
付
金
事
業
を
2
地

区
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
桑
納
地

区
で
は
、
事
業
区
域
内
の
全
て
の
遊
休

農
地
約
0
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
麦
丸
地

区
で
は
、
事
業
区
域
内
の
遊
休
農
地
約

3
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
昨
年
に
比

べ
約
0
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
追
加
解
消
を

図
り
、
約
3
・
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
解
消

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
は

こ
の
対
策
を
さ
ら
に
1
地
区
を
増
や
せ

る
よ
う
予
算
を
要
求
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

（
農
業
農
村
振
興
事
業　

要
求
額

6
，
７
０
0
，
０
０
0
円
）

　

そ
の
他
の
遊
休
農
地
対
策
と
し
て

は
、
飼
料
作
物
生
産
拡
充
及
び
低
コ
ス

ト
生
産
体
制
の
確
立
に
よ
り
飼
料
自
給

率
向
上
を
図
り
、
畜
産
経
営
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
実
施
し
て
い

る
飼
料
生
産
拡
大
整
備
支
援
補
助
事
業

に
よ
り
、
今
年
度
は
、
米
本
の
水
田
約

0
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
稲
発

酵
粗
飼
料
）
の
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
市
農
業
の
特
徴
で
も
あ
る
酪
農
の

保
全
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど
は
、
遊
休
農
地
の

利
用
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
同
様
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
農
地
利
用
の
状
況
等

を
図
化
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
活
用

し
、
農
地
の
利
用
集
積
や
遊
休
農
地
対

策
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

2 

担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成
や

確
保
に
つ
い
て

【
意
見
】

　

農
業
の
未
来
を
考
え
て
い
く
う
え

で
、
担
い
手
や
後
継
者
の
確
保
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
や
市
内
か
ら
担
い
手
を
確
保
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、本
市
は
首
都
近
郊
に
位
置
し
、

他
産
業
へ
の
就
職
を
選
択
す
る
人
も
多

く
、
昨
年
実
施
し
た
農
地
台
帳
調
査
で

も
、
後
継
者
が
い
る
と
回
答
し
た
農
家

「
令
和
２
年
度
八
千
代
市
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」

へ
の
回
答
に
つ
い
て

は
3
割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
子
供
の
う
ち
か
ら
、
地

域
や
農
業
に
対
し
て
親
し
み
を
感
じ
、

就
農
を
選
択
す
る
若
者
が
増
え
る
よ
う

な
教
育
環
境
作
り
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

ま
た
、
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

お
い
て
、
労
働
力
の
不
足
と
の
意
見
が

多
く
挙
が
っ
た
。
農
繁
期
と
農
閑
期
に

は
仕
事
量
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
パ
ー

ト
の
通
年
雇
用
が
農
業
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意

見
も
よ
せ
ら
れ
た
。

　

つ
い
て
は
、
市
で
行
っ
て
い
る
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て
、
応
募

者
、
受
け
入
れ
農
家
が
増
え
る
よ
う
、

制
度
の
見
直
し
、
周
知
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

【
回
答
】

　

担
い
手
・
新
規
就
農
者
の
育
成
や
確

保
は
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後

の
八
千
代
市
の
農
業
を
考
え
る
う
え
で

重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
規
就
農
者
に
つ
い
て
は
、
農
業
次

世
代
人
材
投
資
資
金
補
助
金
を
交
付
し

定
着
化
を
図
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
継
続
2
名
、
新
規
2
名

の
予
算
を
今
年
度
に
引
き
続
き
要
求



八千代市農業委員会だより

2

八千代市農業委員会だより

3

第44号 第44号

査
の
結
果
を
も
と
に
有
効
な
施
策
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

（
農
業
振
興
事
業　

要
求
額

5
，
７
2
０
，
０
０
0
円
）

3 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

【
意
見
】

　

有
害
鳥
獣
被
害
は
収
入
減
少
だ
け
で

な
く
、
耕
作
放
棄
に
も
繋
が
る
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

　

特
に
ム
ク
ド
リ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥

類
に
よ
る
被
害
は
深
刻
で
あ
り
、
八
千

代
市
特
産
の
梨
に
も
被
害
が
出
て
い
る
。

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
鳥
類

の
対
策
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
ネ
ッ
ト
設
置
に
対
す
る
県
か
ら
の

補
助
は
あ
る
も
の
の
、
補
助
率
の
低
さ

な
ど
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

　

つ
い
て
は
、
八
千
代
市
独
自
の
補
助

制
度
を
創
設
し
、
農
家
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
や
ノ
ウ
サ
ギ
等
の

害
獣
対
策
の
た
め
、
猟
友
会
組
織
の
支

援
及
び
電
気
柵
設
置
補
助
な
ど
害
獣
に

対
す
る
補
助
も
検
討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

し
、
活
用
す
る
予
定
で
す
。

（
農
業
振
興
事
業　

要
求
額

6
，
０
０
0
，
０
０
0
円
）

　

子
供
の
う
ち
か
ら
、
地
域
や
農
業
に

対
し
て
親
し
み
を
感
じ
、
就
農
を
選
択

す
る
若
者
が
増
え
る
よ
う
な
教
育
環
境

作
り
に
関
し
て
は
、
酪
農
家
の
協
力
の

も
と
牛
舎
で
の
酪
農
体
験
学
習
を
例
年

ど
お
り
2
回
開
催
し
ま
し
た
。
複
数
の

小
学
生
が
参
加
し
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
等
の
声
を
多
数
得
て
お
り
ま
す
の

で
、
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
課
と
進
め
て
い
ま

す
食
育
の
授
業
の
協
力
農
家
の
減
少
が

見
ら
れ
て
き
た
た
め
、
今
年
度
は
八
千

代
市
農
業
士
等
協
会
へ
協
力
要
請
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
食
育
の
推
進

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

労
働
力
不
足
の
件
に
関
し
ま
し
て

は
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い

て
、
応
募
者
、
受
け
入
れ
農
家
が
増
え

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
、
本
市
農
業
の

長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
農
業
振
興
計

画
の
策
定
の
た
め
、
本
市
農
業
の
現
状

や
課
題
を
整
理
し
分
析
す
る
た
め
の
基

礎
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
基
礎
調

害
獣
等
対
策
施
設
の
整
備
に
係
る
市
独

自
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
状
で

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
ム
ク
ド
リ
・
カ
ラ
ス
等
鳥
類

の
被
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の

自
治
体
に
お
い
て
も
有
効
な
手
立
て
が

な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係
機
関

や
他
市
と
情
報
交
換
を
行
い
、
先
進
市

の
有
効
な
事
例
を
視
察
す
る
予
定
で
し

た
が
、
他
市
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
事

例
が
実
施
さ
れ
た
と
の
情
報
が
無
い
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
視
察
等
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
、
ノ
ウ
サ
ギ
等
の

害
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
者

か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
、
習
志
野
八
千

代
猟
友
会
と
連
携
を
図
り
、
先
ず
は
生

息
状
況
や
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
、

有
効
な
対
策
も
調
査
し
て
ま
い
り
ま

す
。

4 

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ

い
て

【
意
見
】

　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
は
農
業
者
と
市

民
の
交
流
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

市
民
が
農
業
を
理
解
し
関
心
を
深
め
る

こ
と
は
、
農
業
者
の
経
営
意
欲
の
増
進

に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
、
農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な

い
と
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
賃
料
の
減
免
を
行
う
な

ど
、
農
家
参
加
型
店
舗
の
誘
致
を
行
う

こ
と
や
、
工
夫
さ
れ
た
販
売
所
の
設
置

等
、
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
を

図
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】

　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
と
の
ご
意
見
に
つ
き
ま
し

て
は
、
研
修
室
及
び
調
理
実
習
室
の
農

業
振
興
上
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
使
用

料
を
減
免
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
者

に
よ
る
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
空
き
テ
ナ
ン
ト
の
早
期
入

店
促
進
を
図
る
た
め
に
、
現
行
施
設
使

用
料
の
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現

状
に
お
い
て
解
決
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

同
施
設
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
空

き
テ
ナ
ン
ト
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
家

族
で
楽
し
め
る
企
画
と
し
て
、
水
辺
空

間
を
活
用
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で

あ
る
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
や
デ
イ
・
キ
ャ
ン

プ
体
験
な
ど
、
運
営
内
容
で
の
魅
力
向

上
、
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
取
り
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担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

図
る
た
め
の
地
図
が
作
成
で
き
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
要
請
の
あ
る
地
区
な
ど

か
ら
順
に
話
し
合
い
を
始
め
て
、
来
年

度
以
降
、
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン
の
策

定
に
向
け
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
現
状
把
握
の
た
め
、
農

地
法
に
基
づ
き
毎
年
1
回
農
地
の
利
用

状
況
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
元

年
度
の
結
果
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

　

農
家
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

次
回
は
令
和
2
年

8
月
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。
調
査
の

際
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

組
み
を
指
定
管
理
者
と
協
議
を
図
り
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
新
た
な
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

5 「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

【
意
見
】

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
、
今
後
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
て
、
市
、
農
業
委
員
会
と
関
係
機
関

が
協
力
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

核
に
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め

に
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
状
況
の
地

図
化
や
地
域
の
話
し
合
い
の
実
現
に
向

け
、
工
程
を
明
ら
か
に
し
、
着
実
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

【
回
答
】

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

実
質
化
へ
の
取
り
組
み
は
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
の
農
業
委
員
会

の
総
会
に
お
い
て
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
具
体
的
な
推
進
に
つ
い
て
の
工
程
を

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
、

　

3
年
間
広
報
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員　

 

間
野　

惠
一
）

　
私
達
が
手
掛
け
る
農
業
委
員
会
だ
よ
り

は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

 

島
村　

隼
人
）

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
農
業
委
員

会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

 

石
井　

孝
治
）

　

充
実
し
た
情
報
を
提
供
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
農
家
の
皆
様
に
一
読
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員　

 

村
田　

一
夫
）

　

広
報
委
員
に
な
っ
て
3
年
間
苦
労
は

あ
り
ま
し
た
が
、
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

 

立
石　

秀
夫
）

令和 2 年 3 月発行
第 44 号

〒２７６－８５０１
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電話０４７（４８３）１１５１
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　　 500500/index.html
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八千代市農業委員会
広 報 委 員 会

令和元年度利用状況調査結果　単位：㎡

＊２号遊休農地：雑草が繁茂しているが、トラクター・耕運機等
　利用して耕作が可能となる農地
＊１号遊休農地：雑草が繁茂しているが、トラクター・耕運機等
　利用して耕作が可能とならない農地
＊非農地：山林や原野化する等、農地に復元することが困難な農地

区分 農　地
非農地2号

遊休農地
1号

遊休農地
計

計

畑

田

地目

149,351

72,310

221,661

646,547

270,831

917,378

30,556

93,912

124,468

826,454

437,053

1,263,507

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の

結
果
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

第
44
号
を
も
ち
ま
し
て
、
現
在
の
広

報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
の
農
業
委
員
会

だ
よ
り
の
発
行
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

各
委
員
か
ら
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

委
員
の
改
選
後
、
初
め
て
広
報
委
員

に
な
る
者
が
多
い
中
、
皆
様
に
ど
う
し

た
ら
的
確
に
活
動
状
況
を
お
伝
え
で
き

る
か
毎
回
暗
中
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
も
、
よ
り

タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事
で
紙
面
の
充
実
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長　

 

浅
野　

正
夫
）
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八千代市農地賃借料

　令和元年（平成３１年）１月から１２月までの農業経営基盤強化促進法の利用権設定による賃借料は、【表
１・表２】のとおりです。なお、今回は農地法第３条の賃借権設定による事例はありませんでした。
　この賃借料情報は、農地の貸し借りをする場合の参考のために集計したものですので、実際に賃借料を決
定する際は、貸し手と借り手の両者でよく協議してください。

農業者年金に加入しませんか

農業者年金に加入して安心で豊かな老後を迎えましょう。
【加入要件】
　●年間60日以上農業に従事　●60歳未満
　●国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
　農業者年金は配偶者の方も単独で加入が可能で、
若年層には手厚い政策支援（※別途要件あり）もあります。
　問い合わせは、JA八千代市（☎450-3711）
または農業委員会事務局（☎483-1151）へ。

全国農業新聞を購読しませんか

　全国各地の最新の農業技術や取組み及び成果が経
営に役立つと共に、今後の農地政策等の将来が展望で
きます。
　●毎週金曜日に発行
　●月額700円（消費税・送料込み）
申し込みは、農業委員会事務局（☎483-1151）へ。

【表1】　田(水稲)の部 （単位：円／10ａ）

締結(公告)された地域名
桑　　　納

神　　　野

堀　の　内

上　高　野

佐　　　山

平　　　戸

(参考)八千代市平均

平均額 最高額 最低額 データ数（筆数）
14,200

21,400

22,200

15,000

18,500

14,800

16,100

14,800

21,400

22,200

15,000

18,500

14,800

13,300

21,400

22,200

15,000

18,500

14,800

10

1

1

4

7

3

26

件数
2

1

1

1

1

1

7

【表2】　畑(普通畑)の部 （単位：円／10ａ）

締結(公告)された地域名
吉　　　橋

尾　　　崎

保　　　品

神　　　野

(参考)八千代市平均

平均額 最高額 最低額 データ数（筆数） 件数
12,600

11,600

5,000

 10,000

11,500

22,200

14,800

5,000

 10,000

 10,000

10,000

5,000

 10,000

7

3

1

1

12

＊１ データ数は、集計に用いた筆数である。金額は、算出結果を四捨五入し100円単位となっている。
＊２ 物納としているデータは米60kg当たり14,800円に換算している。
＊３ 件数は、利用権設定数（貸主、借主が同一の場合１件）である。
　　その他、これに含まない使用貸借（賃料０円）の利用権設定数は16件（35筆）である。
＊４ ｢(参考)八千代市平均｣の平均額は、全てのデータ（筆）の平均額である。
＊５ 賃借料情報には水利費等の諸経費が含まれている場合がある。

4

2

1

1

8
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令和２年　八千代市農作業別標準農作業料金

　令和２年における農作業別の標準農作業料金は、【表３】のとおりです。
　この標準農作業料金は、農作業の受委託を円滑にするために、平均的な農作業が行われた場合を想
定したものですので、実際に料金を決定する際は、委託者と受託者の両者でよく協議してください｡

令和２年産の「たけのこ」の出荷・販売について

　令和２年の八千代市産たけのこについては、昨年同様、出荷前検査（市内産たけのこ３検体について
行う放射性物質検査）が終了し「令和２年産たけのこ出荷・販売可能生産者証明書」が発行されるまで
は出荷・販売できません。
　「令和２年産たけのこ出荷・販売可能生産者証明書」は、市へ
届出された竹林ごとの放射性物質検査の結果に基づいて発行さ
れ、出荷・販売は、証明書に記載のある竹林から産出されたもの
に限られます。
（※出荷・販売時は証明書の写しの添付が必須。）
　過去に届出をされている竹林については、出荷前検査終了後に
証明書を発行し郵送いたしますが、届出をされていない竹林か
ら産出されたたけのこの出荷・販売を
希望される方は、事前に手続きが必要
となります。
　詳しくは農政課まで
　お問い合わせください｡

【表3】 （単位：円）

備　考

中苗の額

苗費は含まない

籾摺費・運搬費を含む

籾摺費を含む

作業種目 収　量 金　額

1箱当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

60kg当たり

60kg当たり

10a当たり

育苗

耕起（トラクター）

代掻き（トラクター）

機械田植

機械刈取・脱穀（コンバイン）

機械刈取・脱穀（コンバイン）・乾燥調整

乾燥調整

籾摺

耕起（トラクター）

750

5,800

6,500

6,800

17,500

35,000

2,000

700

5,500

田
作
業

畑作業


